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うえ、ご自身でご判断ください。
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されることがあります。また、記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。

◼当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするもの
ではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。
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メキシコ金融政策（2022年5月）
0.50％ポイントの利上げで政策金利は7.00％に
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ブラジル・レアル

メキシコ・ペソ

中国人民元

2022年5月13日

（出所）ブルームバーグ

各新興国通貨の対米ドルレート

インフレ抑制に向けて「より強力な措置」が必要になる可能性も

メキシコ銀行（中央銀行）は5月12日（現地）に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り政策金利を

6.50％から7.00％に引き上げることを決定しました。政策委員5名のうち、4名が0.50％ポイントの利上

げに賛同し、タカ派で知られるエスピノーサ副総裁だけが0.75％ポイントの利上げを主張しました。

声明文では、（ウクライナをめぐる）地政学リスクの高まりや中国における厳格なロックダウンが、足

元のインフレ圧力を一段と高めているとし、来年半ばまでのCPI（消費者物価指数）の見通しを上方修正

しています。また次回会合に向けて、「インフレやインフレ期待を取り巻く環境の複雑さが増しているこ

とを考慮すると、インフレ目標を達成するために、より強力な措置が検討されるかもしれない」と、状況

次第では利上げ幅を拡大させる可能性があることをにじませています。

足元では、中国の景気減速懸念などによる人民元安や、FRB（米国連邦準備制度理事会）の急速な金融

引き締めに対する警戒などから、米ドル高・新興国通貨安が目立っていますが、メキシコ・ペソは相対的

に底堅く推移しています。背景に、メキシコは経済的な関係が対中国よりも対米国の方が強いこと、メキ

シコ銀行がFRBや為替の動向を注視しながら金融政策を運営していること、などがあると考えられます。

メキシコ銀行は今後も、インフレに影響を与え得る為替の動向などを考慮しながら利上げを続ける可能性

が高いため、メキシコ・ペソは対米ドルで安定的に推移しやすいとみています。

メキシコの政策金利とCPI

（出所）メキシコ銀行、ブルームバーグ

※CPIの予想は2022年4-6月期～2024年1-3月期 ※政策金利は
決定日ベース

（政策金利：2012年1月初～2022年5月12日）
（CPI：2012年1月～2022年4月）

（％）
（2022年1月初～2022年5月12日）

（起点=100）

※陰影部はメキシコ銀行によるインフレ目標のレンジ

当該通貨高・米ドル安メキシコ銀行

の予想

当該通貨安・米ドル高


